
 

 

 

    
令和７年度学校評価について 

 令和７年度の学校評価がまとまりましたので、お知らせいたします。アンケート調査等に係るご

協力をありがとうございました。この学校評価を令和８年度に生かし、「一人一人が輝き笑顔とパワ

ーがあふれる原市小学校」を目指します。今後とも本校の教育活動にご協力いただきますようお願

いいたします。 

※各項目４点満点。その８割未満の平均 3.2点未満に黄色。 

※Ａ：そう思う Ｂ：まあまあそう思う Ｃ：あまり思わない Ｄ：思わない 

 平均→Ａを４点、Ｂを３点、Ｃを２点、Ｄを１点として計算したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「豊かな心を育み、自ら学びたくましく生きる子」            
ＨＰは 上尾市立原市小学校 検索から  
ＴＥＬ ０４８－７２１－１５３６ 

原市小だより 
上尾市立原市小学校学校だより臨時号 

発行日 令和８年３月１９日（金） 

文 責 校 長 日 詰  恵 美 子 

一人一人が輝き笑顔とパワーがあふれる原市小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価できること 

１ 教職員自己評価は、全項目の平均点が 3.57点であり、高評価であるという８割の 3.2点を大 

きく上回っている。このことから、今年度の取組は、総合的に概ね評価できるものであり、一定 

の成果をあげることができたと考える。 

２ 学校経営・学校運営に係る項目の平均が 3.67点であり、教職員一人一人が学校運営への高い 

参画意識をもって取り組んだ成果であると考える。 

３ 児童の変化を見逃さない「早期発見・早期対応」に努めるとともに、「一人一人のよさを認めて 

伸ばす指導」「優しさと厳しさのバランスを大切にした指導」を教職員全員で意識して行ってき 

たことで、その項目の評価が高く、一定の成果をあげることができたと考える。 

４ 管理職や教職員間の「報告・連絡・相談・確認」の徹底や、風通しのよい職場づくりに係る項目 

の平均が 3.75点であり、児童のために学校全体で組織的に教育活動に取り組んだ成果であると 

考える。 

学校評価（教職員自己評価・児童・保護者アンケートから） 



課題であること 

１ 「わかる授業」の実施、学習内容をしっかりと定着させていくことが課題である。また、児童が

自ら説明・発表することができる力の育成が課題である。 

２ 相手に伝わる「相手の目を見て元気に自ら進んで挨拶」ができるようになることや、相手の気持 

ちを考えた「相手の心に伝わるやさしい言葉づかい」ができるようになることが課題である。 

３ 場に応じた態度・聴く態度を判断・実行したり、「原小っ子のやくそく」を遵守したりすること 

について、意味理解をさせながら当たり前にできるようにすることが課題である。 

４ 体力向上・健康管理について、一層の充実が求められる。 

 

令和８年度に向けて 

１ 教育活動全てにおいて、主任を中心とした分掌や学年などの組織を生かした学校経営・学校運 

営を引き続きしっかりと行っていく。 

２ 学校課題研究を核として、研修を充実させて指導力向上を図り、日々のわかる授業を実施して 

いく。その中で、児童が自分の考えをもって説明・発表したり学習内容の定着を図ったりする指 

導方法の工夫改善をしていく。 

３ 相手の目を見て元気に自ら進んで挨拶することや、相手の心に伝わる優しい言葉づかいができ 

るようにするために、家庭・地域と連携を図りながら、日頃の指導をしっかりと行っていく。 

４ 全教職員で行う生徒指導体制や教育相談体制を維持・発展させ、落ち着いた学校づくりを進め 

ていく。 

５ 「報告・連絡・相談・確認」を確実に行うとともに、職場の物理的環境整備や日程の不断の見直 

しを行うことで、働きがいのある職場・働きやすい職場・風通しのよい職場を目指していく。 

 

 

 

 学校運営協議会委員を学校関係者評価委員として、本校の学校評価について以下のようなご意見

等をいただきました。その中で、本校の学校評価について妥当であるとの判断をいただきました。 

１ 「相手の目を見てあいさつをすること」は、人を思いやることの原点である。あいさつなどのマ

ナーについては、大人が見本になりながら、「相手の目を見て自分からあいさつすること」ができ

る児童を育成していくことが大切である。 

２ 小さなことをよく捉え、教員がどうあるべきか、子供がどうあるべきか、地域がどうあるべきか

など、学校はよく考えている。校長のやっていることがひとつひとつ手にとるようにわかる。一生

懸命やれば誰かが助けてくれると考える。これからも頑張ってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校関係者評価 

運動会６年生表現 

 

ふれあいコンサート 

 

６年生を送る会 

 

教職員研修 

 


